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（出所）ブルームバーグ （注）データ期間：2013年1月1日～2017年3月10日、MLP＝Alerian MLP Index、米国REIT＝FTSE NAREIT All Equity REITs Index 

≪先週の米国MLP（マスター・リミテッド・パートナーシップ）市場概況≫ 

（出所）ブルームバーグ  （注）時価総額は2017年3月10日時点。 

≪アレリアンMLP指数構成銘柄の週間騰落率ランキング（3月6日～3月10日）≫ 

≪先週の米国MLP市場の動き≫ 

 アレリアンMLP指数（トータル・リターン）は前週末比3.0％の下落となりました。先週はWTI原油先物価格が2016年12月7

日以来となる1バレル＝50ドル割れの水準へ下落したほか、米国株式市場全体も軟調な地合いとなりました。3月8日に公

表された米国の原油在庫統計において、市場予想（前週比+128.8万バレル）を大きく上回る在庫増（前週比+820.9万バ

レル）が示され、原油の供給過剰への懸念が再び意識されたことが原油価格の下落に繋がりました。 

 一部報道では、原油価格回復を受けた米国のシェールオイル増産が原油在庫急増の主因との見方もありますが、実際

の統計上は原油増産の影響は限られ、原油純輸入の増加や製油所の需要減少などが在庫増加に大きく寄与しました。 

 また、3月7日に公表された米エネルギー情報局（EIA）の短期エネルギー見通しでは、世界の石油需給は2017年第1四

半期以降、均衡状態に転じるとの予想が示されました。今後、一時的な原油在庫増への懸念が一巡すれば、原油市場は

需給均衡化を背景に落ち着きを取り戻すと期待されます。 

 

米国MLPマーケット・ウィークリー 
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騰落率上位5銘柄 業種
時価総額

（100万ドル）

週間騰落率
(％）

騰落率下位5銘柄 業種
時価総額

（100万ドル）

週間騰落率
（％）

1 Rice Midstream Partners LP 集積・処理 2,601 2.1 Teekay LNG Partners LP LNG海上輸送 1,491 -7.5

2 Antero Midstream Partners LP 集積・処理 6,495 0.5 Summit Midstream Partners LP 集積・処理 1,655 -7.5

3 Genesis Energy LP 石油輸送 3,990 -0.1 DCP Midstream LP 集積・処理 5,342 -6.2

4 Dominion Midstream Partners LP 天然ガス輸送 3,111 -0.5 Energy Transfer Partners LP 天然ガス輸送 22,835 -5.9

5 Martin Midstream Partners LP 石油貯蔵 715 -0.5 Sunoco Logistics Partners LP 石油輸送 8,030 -5.9
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≪先週の米国MLP関連ニュース≫ 

【3月7日、社債発行】 Crestwood Equity Partners LP（CEQP、集積・処理、時価総額18億ドル）は、総額5億ドルの社

債発行（満期2025年、表面利率5.75％）を実施。 

（出所）MLP公表資料、各種報道、ブルームバーグ、ファクトセット （注）各MLPの時価総額は2017年3月10日時点。 

≪MLP関連トピック≫ 米国の原油在庫増加の背景と世界の石油需給見通し 

図1：米国の原油生産量と原油在庫 

（出所）米エネルギー情報局（EIA） 
（期間）2011年1月7日～2017年3月3日（週次） 

米原油在庫増の主因は純輸入増加や需要減少 

 一部報道によれば、石油輸出国機構（OPEC）など主要

産油国が協調減産を実施する一方、原油価格回復を受

けた米国のシェールオイル増産が在庫急増の主因となっ

ているとの見方もあります。 

 もっとも、3月3日の週の原油在庫フローの変動要因を見

てみると、前週比日量+92.3万バレルの在庫増に対して

国内生産の増加による寄与はわずか同+5.6万バレルと限

定的に留まり、原油の純輸入増加（同+38.5万バレル）や

製油所の需要減少（同+17.2万バレル）などが在庫増の

主要因となりました（図2）。特に毎年2～3月は季節的に

製油所の原油受入量が低迷する傾向にあり、今後は夏場

のドライブ・シーズンに向けてガソリン需要が回復に向かう

かが注目されそうです。 

 

  

米原油在庫の増加を受けて原油価格が下落 

 先週のWTI原油先物価格は2016年12月7日以来とな

る1バレル＝50ドル割れの水準へ下落しました。3月8日に

公表された米国の原油在庫統計において、市場予想（前

週比+128.8万バレル）を大きく上回る在庫増（前週比

+820.9万バレル）が示されたことで、原油の供給過剰懸

念が再び意識されたことが背景にあります。3月3日時点

の米国の原油在庫（戦略備蓄除く）は過去最高を更新し、

5億2,839万バレルとなりました（図1）。 

図2：3月3日の週の米原油在庫フローの変動要因 

（出所）米EIA （注）週間フローの前週比増減。 

米EIAは世界の石油需給の均衡化を予想 

 また、3月7日に公表された米エネルギー情報局（EIA）

の短期エネルギー見通しでは、世界の石油需給は2017

年第1四半期以降、均衡状態に転じるとの予想が示され

ています（図3）。米国の原油増産ペースは依然として緩

やかであり、今後、一時的な原油在庫増への懸念が一巡

すれば、原油市場は需給均衡化を背景に落ち着きを取り

戻すと期待されます。 

図3：世界の原油需給見通し（2017年3月7日時点） 

（出所）米EIA （期間）2012年1Q～2018年4Q 
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